


市 議 会 だ よ り

令和２年９月定例会

27件の議案等を審議、決定
令和元年度一般会計・特別会計・企業会計決算を含む

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市報第3号 令和元年度決算に基づく

健全化判断比率及び資金
不足比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づく
健全化判断比率(実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公
債費比率、将来負担比率)及び公営企業会計の資金不足比率
の報告

市長 （報告・質疑
のみ）

市議第22号 伊東市消費生活センター
条例

相談内容の高度専門化及び件数増加に対応するため、消費
生活センターを開設するもの

市長 全会一致
で可決

市議第23号 伊東市経済変動対策資
金貸付金(新型コロナウイ
ルス感染症対応枠)利子
補給基金条例

新型コロナウイルス感染症対応枠の伊東市経済変動対策資金
貸付金に係る利子補給の経費について、国の地方創生臨時交
付金を活用して財源に充てるため、基金を設置するもの

市長 全会一致
で可決

市議第24号 伊東市税賦課徴収条例の
一部を改正する条例

新型コロナウイルス感染症及びその蔓延防止の措置が納税
者等に及ぼす影響の緩和を図るため、地方税法等の一部を
改正する法律が公布されたことに伴う改正

市長 全会一致
で可決

市議第25号 伊東市都市計画税賦課徴
収条例の一部を改正する
条例

同上 市長 全会一致
で可決

市議第26号 伊東市手数料徴収条例の
一部を改正する条例

マイナンバーを通知する通知カードの廃止に伴う、通知カー
ド再交付手数料に関する規定の削除と引用条項の整理

市長 全会一致
で可決

市議第27号 令和元年度伊東市病院事
業会計資本金の額の減少
について

令和元年度伊東市病院事業会計資本金33億5,786万3,156円
のうち、旧市民病院施設の解体による除却分2億478万
5,503円を減少し欠損金に振り替えることについて、地方公
営企業法の規定により、議会の議決を求めるもの

市長 全会一致
で可決

市議第28号 令和元年度伊東市水道事
業会計未処分利益剰余金
の処分について

令和元年度伊東市水道事業会計未処分利益剰余金9,931万
4,913円のうち、4,215万5,242円を資本金へ組み入れ、残
余を繰り越すことについて、地方公営企業法の規定によ
り、議会の議決を求めるもの

市長 全会一致
で可決

市議第29号
討論

令和２年度伊東市一般会
計補正予算（第７号）※1

新型コロナウイルス感染拡大への対応経費、観光宣伝委託
事業などの観光関連経費、GIGAスクール構想加速化に伴う
小・中学校１人１台パソコン整備に係る経費等の追加と、
経済変動対策資金貸付金利子補給基金及び財政調整基金へ
の積立てなどの経費として9億3,592万円6,000円の追加

市長 全会一致
で可決

市議第30号 令和２年度伊東市国民健
康保険事業特別会計補正
予算（第２号）

確定した国民健康保険事業納付金について整理するととも
に、令和元年度分交付金精算に伴う県支出金返還金減額など

市長 全会一致
で可決

市議第31号 令和２年度伊東市下水道
事業会計補正予算（第１
号）

既に実施している水道料金徴収等業務委託と併せて実施
し、上下水道料金徴収業務の整理及び効率化を図るため、
下水道使用料金関連業務の債務負担行為を追加するもの

市長 全会一致
で可決

市議第32号 伊東市新型コロナウイルス
感染症に感染した被保険
者等に対する傷病手当金
の支給に関する条例の一
部を改正する条例

新型コロナウイルス感染症に感染した(感染が疑われる場合
を含む。)国民健康保険加入の被用者に対して支給する傷病
手当金について、国の財政支援期間に合わせて適用区分を
延長するもの

市長 全会一致
で可決

市認第5号

〜

市認第14号

令和元年度伊東市一般会
計歳入歳出決算、特別会
計歳入歳出決算７件、企
業会計決算２件

地方自治法第96条第1項第3号に基づく各会計の令和元年度
歳入歳出決算の認定

市長 ３ページ
の表を

ご覧くだ
さい討論
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市 議 会 だ よ り

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市選第15号 教育委員会委員任命の同

意について
村上惠宏氏（吉田）再任 市長 全会一致

で任命に
同意

市選第16号 監査委員選任の同意につ
いて

杉山雅男氏（湯川）再任 市長 全会一致
で選任に

同意
発議第2号 新型コロナウイルス感染

症の影響に伴う地方財政
の急激な悪化に対し地方
税財源の確保を求める意
見書

内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、経済
再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣、衆議院
議長及び参議院議長に提出

議員
10名※2

全会一致
で可決

発議第3号 ドクターヘリの安定・持
続的運用への支援強化を
求める意見書

内閣総理大臣、厚生労働大臣、衆議院議長及び参議院議長
に提出

議員
10名※2

全会一致
で可決

発議第4号 防災・減災、国土強靱化
対策の継続・拡充を求め
る意見書

内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣、内閣
府特命担当大臣（防災）、国土強靭化担当大臣、衆議院議
長及び参議院議長に提出

議員
10名※2

全会一致
で可決

※1：令和２年度伊東市一般会計補正予算（第７号）において、議員の旅費300万円を削減しました。
※2：各会派代表者及び会派に所属していない議員全員

　
令
和
元
年
度
当
初
予
算
は
、

国
の
景
気
が
緩
や
か
な
回
復
基

調
を
示
す
中
、
本
市
の
来
遊
客

数
及
び
入
湯
客
数
は
微
減
す
る

な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
く
中
で
編
成
さ
れ
た
。

　
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組

を
着
実
に
進
め
つ
つ
、
公
約
に

掲
げ
た
「
未
来
を
拓
く
取
組
」

の
三
本
柱
で
あ
る
、「
み
ん
な

が
つ
く
る
伊
東
市
」、「
み
ん
な

が
楽
し
い
伊
東
市
」、「
み
ん
な

が
暮
ら
す
伊
東
市
」
の
さ
ら
な

る
前
進
に
向
け
て
事
業
の
選
択

と
集
中
を
行
う
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
声

を
基
に
事
業
の
磨
き
上
げ
や
創

設
を
行
っ
た
。

　
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は
対

前
年
度
比
二
・
三
％
の
増
、
歳

出
決
算
額
は
対
前
年
度
比
三
・

九
％
の
増
と
な
り
、
歳
入
歳
出

差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越

す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
、
三
億
四
五
九
八

万
二
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

　
歳
入
決
算
で
は
、
自
主
財
源

で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
市
税

が
前
年
度
収
入
額
を
〇
・
八
％

下
回
り
、
ま
た
市
立
保
育
所
保

育
料
の
減
少
に
よ
り
使
用
料
及

び
手
数
料
が
対
前
年
度
比
で

五
・
四
％
減
、
自
主
財
源
全
体

で
も
対
前
年
度
比
一
・
〇
％
の

減
少
と
な
っ
た
。

　
依
存
財
源
で
は
各
種
交
付
金

が
減
少
し
た
が
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
臨
時
交
付
金
や
地
方

交
付
税
の
増
加
に
よ
り
、
対
前

年
度
比
で
六
・
三
％
増
加
し
た
。

　
歳
出
決
算
で
は
、
経
常
経
費

に
お
い
て
公
債
費
が
四
・
三
％

減
少
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
な
ど
に
よ
り
物
件
費
が

一
三
・
二
％
、
小
規
模
保
育
所

施
設
型
給
付
費
等
に
よ
り
扶
助

費
が
三
・
○
％
、
そ
れ
ぞ
れ
対

前
年
度
比
で
増
加
し
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
普
通
建
設

事
業
に
お
い
て
、
小
中
学
校
空

調
設
備
設
置
事
業
等
の
実
施
に

よ
り
、
対
前
年
度
比
で
二
二
・

二
％
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
「
市
長
へ
の
手

紙
」
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
を

令和元年度
一般会計・特別会計・企業会計決算

◎全会一致で認定　○賛成多数で認定
一般会計決算

歳入 歳出 審議結果
278億5,116万円 273億3,424万円 ○

特別会計決算
会計 歳入 歳出 審議結果

下水道事業 20億8,064万円 20億3,723万円 ◎
競輪事業 208億6,234万円 205億1,331万円 ◎

国民健康保険事業 90億4,693万円 89億　891万円 ◎
土地取得 2,609万円 2,601万円 ◎
霊園事業 3,603万円 3,576万円 ◎

介護保険事業 82億5,630万円 82億1,125万円 ◎
後期高齢者医療 20億9,700万円 20億7,509万円 ◎

合計 424億　533万円 418億　756万円 ◎
※下水道事業は、令和元年度まで特別会計でしたが、令和２年度から地方公

営企業会計に移行しました。

企業会計決算
会計 収入 支出 審議結果

病院
事業

収益的収支 4億5,517万円 5億6,359万円
◎

資本的収支 9,992万円 1億5,726万円
水道
事業

収益的収支 16億9,463万円 15億8,412万円
◎

資本的収支 2億6,510万円 9億1,240万円

 

予
算
編
成
の
背
景

一
般
会
計
決
算
概
要

令
和
元
年
度 

市
長
決
算
概
要
説
明
（
要
旨
）
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市 議 会 だ よ り

開
催
し
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
よ

る
市
政
運
営
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
振
興

補
助
事
業
や
、
一
億
円
に
及
ぶ

小
規
模
修
繕
工
事
を
地
元
業
者

へ
幅
広
く
発
注
す
る
な
ど
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
市
内
経

済
の
活
性
化
に
努
め
た
。

　
職
員
の
人
件
費
を
含
む
全
て

の
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

一
貫
し
て
継
続
し
て
き
た
様
々

な
改
革
へ
の
取
組
に
よ
り
、
適

正
と
さ
れ
る
規
模
の
黒
字
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
基
金
へ
の

積
立
て
な
ど
、
将
来
を
見
据
え

た
財
源
の
確
保
が
で
き
て
お
り
、

財
政
指
標
も
含
め
、
本
市
の
財

政
の
健
全
性
は
維
持
で
き
て
い

る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
「
有
言
実
行
！
み

ん
な
と
と
も
に
」
を
基
本
理
念

に
、
未
来
を
拓
く
施
策
の
推
進

に
邁
進
し
て
き
た
。
現
在
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

い
う
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
危
機
に
直
面
し
て

い
る
が
、
市
民
の
皆
様
の
命
を

第
一
に
、
今
後
も
本
市
の
発
展

に
努
め
て
い
く
。

決 算 大 綱 質 疑
会派及び会派に所属していない議員ら６議員が質疑しました

〜決算概要説明及び各会計決算に係る議案について〜
（文面の掲載量は、会派の人数に応じており、登壇順に掲載しています。会派構成は９ページをご覧ください。）

市
長

納
税
指
導
や
滞
納
整
理
を
強
化

し
、
市
税
等
の
収
納
率
の
向
上

に
努
め
た

　
一
般
会
計
に
お
け
る
収
入
率

は
、
対
予
算
現
額
で
九
六
・

五
％
、
対
調
定
額
で
は
九
五･

九
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
五

年
間
で
、
対
予
算
現
額
で
は

マ
イ
ナ
ス
〇･

九
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
た
も
の
の
、
対
調
定
額
に

つ
い
て
は
、
プ
ラ
ス
四･

七
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税

に
お
い
て
、
納
税
指
導
や
滞
納

整
理
を
強
化
し
て
き
た
結
果
で

あ
る
。

　
滞
納
市
税
に
つ
い
て
は
、
財

産
調
査
を
徹
底
し
、
個
々
の

ケ
ー
ス
に
応
じ
た
速
や
か
な
滞

納
整
理
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

収
入
未
済
額
の
圧
縮
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
不
納
欠
損
額
に
つ
い

て
は
、
市
税
を
は
じ
め
と
し
た

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
に

お
い
て
発
生
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
法
律
を
遵
守
し
処

理
を
し
た
。
不
納
欠
損
の
主
な

理
由
と
し
て
は
、
破
産
・
倒
産

な
ど
に
よ
り
換
価
で
き
る
財
産

が
な
い
こ
と
や
、
実
態
調
査
し

た
が
所
在
不
明
、
低
所
得
で
負

担
能
力
が
な
い
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

市
長

返
礼
品
の
新
規
開
発
等
の
工
夫

に
よ
り
、
前
年
度
実
績
に
対
し

大
幅
な
増
と
な
っ
た

　
令
和
元
年
度
の
ふ
る
さ
と
伊

東
応
援
寄
附
金
は
、
五
四
七
七

件
、
三
億
六
二
〇
六
万
二
五
〇

〇
円
で
あ
り
、
返
礼
品
の
新
規

開
発
や
内
容
の
随
時
見
直
し
等

の
工
夫
に
よ
り
、
前
年
度
実
績

に
対
し
大
幅
な
増
と
な
っ
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
、
巣
籠
も
り

消
費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
場
産
品
の
発
掘
に

努
め
、
返
礼
品
の
数
を
増
や
す

と
と
も
に
、
さ
ら
に
は
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
宿
泊

券
等
の
体
験
型
サ
ー
ビ
ス
の
返

礼
品
に
つ
い
て
も
十
分
な
受
入

れ
が
で
き
る
よ
う
、
提
供
可
能

な
宿
泊
施
設
の
増
加
に
努
め
る

こ
と
に
よ
り
、
寄
附
額
を
確
保

し
て
い
き
た
い
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
一
三
項
目

　
マ
ス
ク
着
用
、
消
毒
液
の

設
置
と
と
も
に
、
議
場
、
委

員
会
室
の
全
て
の
出
入
り
口

を
開
放
し
て
換
気
を
促
し
、

会
議
に
臨
み
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
未
着
用
と
し
た
演

壇
に
は
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置

し
た
上
で
、
発
言
後
は
、
そ

の
都
度
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る

演
壇
の
消
毒
を
実
施
し
ま
し

た
。

正風クラブ
（宮
みやざきまさしげ
﨑雅薫議員）

歳
入
決
算
に
お
け
る
収
入
率
の

状
況
及
び
不
納
欠
損
額
に
つ
い

て
伺
う

ふ
る
さ
と
伊
東
応
援
寄
附
金
の

申
込
み
状
況
と
本
市
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う

定
例
会
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て

※
議
員
写
真
に
ア
ク
リ
ル
板
が
写
っ　

　
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

本
市
の
財
政
状
況
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市
長

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
家
計

改
善
や
就
労
に
よ
る
自
立
へ

と
つ
な
が
っ
た

　
生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口
で

あ
る
、
く
ら
し
相
談
セ
ン
タ
ー

「
こ
こ
ろ
」
に
お
い
て
、
一
一

七
件
の
相
談
を
受
け
る
中
で
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
て
自
立
支

援
プ
ラ
ン
や
家
計
再
生
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
な
ど
継
続
的
な
支

援
を
行
い
、
七
人
の
家
計
が
改

善
、
九
人
の
就
労
に
つ
な
が
っ

た
。
直
ち
に
一
般
事
業
所
へ
の

就
労
が
難
し
い
方
に
対
し
て
は
、

就
労
準
備
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
く
健
康
管
理
や
職
業
訓
練

を
行
い
、
生
活
保
護
者
と
合
わ

せ
て
九
人
が
就
労
し
た
。

　
ま
た
、
子
供
の
学
習
な
ど
に

課
題
を
抱
え
る
世
帯
に
対
し
て

は
、
学
校
と
連
携
し
た
学
習
支

援
や
保
護
者
へ
の
養
育
支
援
を

行
っ
た
。

　
さ
ら
に
は
、
離
職
に
よ
り
経

済
的
な
困
窮
か
ら
住
居
を
失
う

お
そ
れ
の
あ
る
方
に
対
し
て
は
、

住
居
確
保
給
付
金
を
給
付
し
、

住
居
の
な
い
生
活
困
窮
者
に
対

し
て
は
、
宿
泊
場
所
と
食
事
の

提
供
等
に
よ
る
一
時
的
な
生
活

支
援
を
行
う
と
と
も
に
自
立
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
生
活

困
窮
者
の
多
く
は
、
経
済
的
困

窮
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
の
要

因
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
包
括
的
な
支
援
が
行
え

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
て
取
り
組
む
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
事
業
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
一
六
項
目

市
長

景
勝
地
や
街
の
風
景
な
ど
の

映
像
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
広
告
を

活
用
し
て
動
画
配
信
し
、
大
変

大
き
な
効
果
が
あ
っ
た

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

二
年
開
催
予
定
で
あ
っ
た
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
に
注
目

が
集
ま
る
好
機
を
捉
え
、
本
市

を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
取
組
と
し

て
実
施
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
本
市
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
に
、
景
勝
地

や
街
の
風
景
、
宿
泊
施
設
や
特

色
の
あ
る
食
の
映
像
な
ど
を
８

Ｋ
の
美
し
い
映
像
で
撮
影
し
、

ア
メ
リ
カ
、
台
湾
を
は
じ
め
と

し
た
世
界
十
か
国
を
対
象
に
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
広
告
を
活
用
し

た
動
画
配
信
を
行
っ
た
。

　
配
信
し
た
動
画
は
、
世
界
中

の
多
く
の
方
か
ら
称
賛
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

広
告
と
し
て
配
信
を
行
っ
た
約

二
週
間
で
二
一
〇
〇
万
回
以
上

の
再
生
を
記
録
し
た
こ
と
か
ら
、

自
治
体
が
実
施
し
た
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
の
中
で

も
好
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
た

ほ
か
、
グ
ー
グ
ル
が
運
営
す
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
好
事
例
紹

介
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
も
紹
介

さ
れ
る
な
ど
、
大
変
大
き
な
成

果
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
動
画
配
信
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
分
析
を

行
い
、
さ
ら
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
配
信
を
継
続
し
て
い
く

と
と
も
に
、
柔
軟
か
つ
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
が
可
能
な
デ
ジ

タ
ル
施
策
を
拡
充
し
て
い
く
こ

と
で
、
効
率
的
で
効
果
的
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
い

く
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
一
九
項
目

市
長

介
護
予
防
・
認
知
症
対
策
と
も

に
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
た

　
介
護
予
防
事
業
の
主
な
取
組

と
し
て
は
、
生
活
機
能
の
向
上

を
図
り
、
日
常
生
活
の
中
で
積

極
的
・
継
続
的
に
介
護
予
防
を

行
う
た
め
の
介
護
予
防
教
室
や
、

体
力
の
維
持
向
上
を
目
的
と
し

た
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
を
開
催
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
社
会
福
祉
法

人
や
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
居
場
所
の
立
ち
上
げ
に
も
力

を
入
れ
た
こ
と
か
ら
、
居
場
所

は
市
内
五
九
か
所
と
な
り
、
介

護
予
防
活
動
や
運
動
継
続
な
ど

の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
介

護
予
防
に
対
す
る
意
識
の
向
上

及
び
健
康
増
進
が
図
ら
れ
、
高

清和会
（杉
すぎもと
本憲

かず
也
や
議員）

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の

事
業
実
績
及
び
課
題
を
伺
う

決
算
大
綱
質
疑

　
九
月
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ
る

決
算
概
要
説
明
及
び
決
算
に
係
る
議

案
に
対
す
る
質
疑
。
質
疑
時
間
は
、

議
員
一
人
に
つ
き
二
〇
分
を
基
本
と

し
、
会
派
及
び
会
派
に
所
属
し
て
い

な
い
議
員
に
よ
り
実
施
す
る
。

こ
と
ば
の
解
説

自民・伊東新時代。
（大
おおかわかつひろ
川勝弘議員）

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

事
業
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
、

成
果
及
び
見
通
し
を
伺
う

公明党
（長
ながさわまさし
沢正議員）

介
護
予
防
事
業
及
び
認
知
症

対
策
に
係
る
事
業
の
取
組
状
況

及
び
成
果
に
つ
い
て
伺
う
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齢
者
人
口
は
増
え
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
要
支
援
者
は
平
成

三
〇
年
度
か
ら
九
二
人
減
少
し

た
。

　
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
福
祉
課
内
に
認
知
症
予

防
支
援
員
を
配
置
し
、
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
医
等
と
の
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
認
知
症
へ
の
理

解
普
及
を
目
的
と
し
た
講
演
会

や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

講
座
を
開
催
し
た
ほ
か
、
認
知

症
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
対

し
、
専
門
職
等
に
よ
る
相
談

や
情
報
提
供
を
行
う
認
知
症
カ

フ
ェ
を
市
内
五
か
所
で
開
催
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
理
解
普
及
や

早
期
発
見
・
重
度
化
防
止
を

図
っ
た
ほ
か
、
認
知
症
高
齢
者

に
対
す
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
通

じ
た
見
守
り
や
成
年
後
見
に
関

す
る
申
立
て
も
行
い
、
認
知
症

高
齢
者
を
総
合
的
に
支
援
す
る

取
組
を
推
進
し
た
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
一
一
項
目

市
長

相
談
か
ら
現
地
案
内
ま
で
、

き
め
細
か
に
対
応
し
、
移
住
に

つ
な
が
っ
た

　
要
望
に
沿
っ
て
現
地
を
案
内

し
、
本
市
の
魅
力
を
伝
え
る
と

と
も
に
移
住
後
の
生
活
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
促
進
を

図
っ
た
。
実
施
し
た
九
か
月
間

で
、
相
談
の
み
が
一
〇
件
、
現

地
案
内
が
九
件
、
そ
の
う
ち
移

住
に
つ
な
が
っ
た
も
の
が
一
件

で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
検
討
さ

れ
て
い
る
方
か
ら
漠
然
と
考
え

て
い
る
方
ま
で
、
き
め
細
か
い

対
応
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
事

業
を
利
用
さ
れ
た
方
の
移
住
に

対
す
る
意
向
の
把
握
方
法
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
現
地
案
内
が
難
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
対
応
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』 

五
項
目

市
長

団
体
旅
行
や
企
業
研
修
な
ど
の

市
内
誘
致
に
つ
な
が
っ
た

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
タ
レ

ン
ト
を
起
用
し
た
宣
伝
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
浴
衣
制
作
の
サ
ー
ビ
ス

等
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
の
価
値

向
上
を
図
る
こ
と
で
、
団
体
旅

行
や
企
業
研
修
な
ど
の
誘
致
に

大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と

評
価
し
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』 

二
項
目

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

で
、
市
の
財
政
も
厳
し
い
状
況

で
あ
る
が
、
国
の
補
助
金
等
を

活
用
し
、
国
の
推
進
す
る
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
併
せ
て

実
施
す
る
小
・
中
学
生
に
対
す

る
一
人
一
台
端
末
の
導
入
事
業

や
、
天
城
高
原
地
区
の
光
フ
ァ

イ
バ
網
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
さ
ら
に

進
め
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
高
く
評
価
し
賛
成
す
る
。

　
令
和
元
年
度
決
算
は
、
Ｙ
Ｕ

Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
ぎ
わ
い
演
出
事
業
、

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事

業
な
ど
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
、
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
と

す
る
評
価
に
客
観
的
な
デ
ー
タ

の
裏
づ
け
が
な
く
、
市
民
運
動

場
整
備
実
施
設
計
等
業
務
で
は

市
民
運
動
場
人
工
芝
生
化
事
業

の
予
算
審
議
ま
で
に
必
要
な
資

料
の
作
成
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
決
算
の
認
定
は
で
き
な

い
。

　
決
算
規
模
は
前
年
度
と
比
較

し
増
加
し
て
い
る
が
、
財
政
構

造
の
弾
力
性
は
低
下
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
財
政
運
営

や
コ
ス
ト
管
理
、
台
風
の
災
害

復
旧
や
地
域
活
性
化
事
業
な
ど

評
価
し
認
定
す
る
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
は
大
き
く
、
宿

泊
業
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
経

済
団
体
の
振
興
を
図
り
、
市
民

日本共産党
（重

しげおかひでこ
岡秀子議員）

移
住
定
住
促
進
現
地
ナ
ビ
ゲ
ー

ト
事
業
の
成
果
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
伺
う

田
た く ぼ ま き
久保眞紀議員

（会派に所属していない）

ま
く
ら
投
げ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
成
果
及
び
評
価
を
伺
う

本
会
議
で
行
わ
れ
た
討
論
の
概
要

市
議
第
二
九
号
　
令
和
二
年
度

伊
東
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
七
号
）

《
賛
成
》
自
民
・
伊
東
新
時
代
。

市
認
第
五
号
　
令
和
元
年
度

伊
東
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

《
反
対
》
田
久
保
眞
紀
議
員

《
賛
成
》
正
風
ク
ラ
ブ

会派構成は９ページをご覧ください

　

本
会
議
に
お
い
て
、
マ
ス
ク
未

着
用
と
し
た
演
壇
に
は
、
ア
ク
リ

ル
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
中
継

放
送
等
に
お
い
て
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
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の
福
祉
向
上
の
た
め
の
各
種
施

策
を
講
じ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
健
全
化
判
断
比
率
の
四
つ
の

指
標
は
、
い
ず
れ
も
健
全
段
階

を
示
し
て
お
り
、
財
政
健
全
化

に
向
け
て
着
実
に
前
進
が
図
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

「
み
ん
な
が
つ
く
る
伊
東
市
」
、

「
み
ん
な
が
楽
し
い
伊
東
市
」
、

「
み
ん
な
が
暮
ら
す
伊
東
市
」

に
係
る
事
業
の
さ
ら
な
る
前
進

に
向
け
、
市
民
が
真
に
求
め
て

い
る
事
業
へ
の
声
を
聞
い
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
賛
成
す

る
。

　
令
和
元
年
度
予
算
に
は
反
対

し
た
が
、
観
光
分
野
で
は
専
門

家
や
大
学
と
の
協
働
、
伊
豆
高

原
オ
フ
ィ
ス
の
活
動
な
ど
、
官

民
協
働
、
市
街
地
と
南
部
の
連

携
な
ど
で
進
歩
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
待
機
児
童
解
消
へ
の
努
力
、

災
害
や
コ
ロ
ナ
対
策
、
学
校
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
補
正
予

算
の
活
用
も
評
価
し
、
今
後
十

分
な
職
員
の
配
置
な
ど
に
期
待

を
込
め
、
決
算
を
認
定
す
る
。

　
本
市
小
・
中
学
校
に
お
け
る
、

特
別
支
援
学
級
及
び
通
級
指
導

教
室
の
在
籍
者
数
が
増
加
傾
向

に
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
拡
充
を

検
討
し
て
い
き
た
い

　
現
在
、
特
別
支
援
学
級
は
、

知
的
が
小
学
校
に
六
学
級
、
中

学
校
に
四
学
級
、
情
緒
が
小
学

校
に
三
学
級
、
中
学
校
に
二
学

級
配
置
さ
れ
、
通
級
指
導
教
室

は
発
達
へ
の
支
援
教
室
が
小
学

校
に
三
教
室
、
こ
と
ば
の
教
室

が
一
教
室
の
配
置
で
あ
る
。

　
本
市
は
、
県
全
体
と
比
較
し

て
通
常
学
級
に
お
け
る
特
別
な

支
援
を
要
す
る
児
童
の
割
合
が

高
く
、
ま
た
、
特
別
支
援
学
級

や
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
が

相
当
と
判
定
さ
れ
る
児
童
生
徒

数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
特
別
支
援
教
育
の
充
実
は
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
特
別
支
援

学
級
は
、
市
内
の
中
学
校
で
は

南
中
学
校
の
み
の
設
置
で
あ
る

た
め
、
他
地
区
へ
の
新
設
や
、

小
学
校
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
提
供
す
る
た
め
に
も
、

通
級
指
導
教
室
の
中
学
校
へ
の

新
設
な
ど
、
特
別
支
援
教
育
の

拡
充
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

『
そ
の
他
の
質
問
』 

三
項
目

　
災
害
時
、
市
民
が
安
心
し
て

避
難
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要

な
防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
に
つ
い

て
、
使
用
に
係
る
手
続
を
伺
う

と
と
も
に
、
火
災
時
、
迅
速
な

消
火
を
行
う
た
め
の
水
利
の
確

保
の
重
要
性
に
鑑
み
、
消
火
栓

及
び
防
火
水
槽
の
設
置
基
準
や

使
用
条
件
、
使
用
す
る
た
め
の

手
続
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

備
蓄
品
は
災
害
対
策
本
部
の
指

示
の
も
と
使
用
、
消
火
栓
等
は

消
防
庁
告
示
「
消
防
水
利
の
基

準
」
に
基
づ
き
設
置
し
て
い
る

　
市
が
管
理
す
る
防
災
倉
庫
の

備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
際
に
設
置
さ

れ
る
、
各
地
域
の
災
害
対
策
支

部
に
派
遣
さ
れ
た
市
職
員
が
、

自
主
防
災
会
か
ら
の
情
報
収
集

を
行
う
中
で
、
災
害
対
策
本
部

の
指
示
の
下
、
避
難
所
等
に
必

要
な
物
資
を
運
搬
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
に
つ
い

て
は
、
消
防
庁
告
示
「
消
防
水

利
の
基
準
」
に
基
づ
き
、
令
和

二
年
四
月
一
日
現
在
、
消
火
栓

二
〇
四
五
基
、
耐
震
性
貯
水
槽

八
一
基
、
そ
の
他
の
防
火
水
槽

三
七
四
基
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

有
事
の
際
に
は
誰
も
が
手
続
等

な
く
使
用
可
能
で
あ
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』 

四
項
目

篠
しのはらみねこ
原峰子議員
（公明党）

小・中
学
校
の
特
別
支
援
教
育
の

現
状
及
び
課
題
に
つ
い
て
伺
う

《
賛
成
》
公
明
党

《
賛
成
》
日
本
共
産
党

一  般  質  問
11議員が登壇し、市政全般について質問しました

（登壇順に掲載しています。）

杉
すぎもとかずや
本憲也議員
（清和会）

市
内
の
防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
及

び
消
化
栓・防
火
水
槽
の
使
用

に
係
る
手
続
等
に
つ
い
て
伺
う
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グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
高
齢
者
が

増
え
て
い
る
が
、
市
民
一
人
一

ス
ポ
ー
ツ
を
推
奨
す
る
本
市
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
競
技
に
係
る

今
後
の
推
進
策
を
伺
う
。
ま
た
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
は
本

市
の
観
光
戦
略
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
、
見
解
を
伺
う
。

市
長

利
用
施
設
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
整
備
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
つ
い

て
は
、
現
在
有
効
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
市
営
施
設
の
さ

ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
つ

い
て
は
、
活
動
の
場
の
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
要
望
も

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

競
技
団
体
や
関
係
部
局
と
の
対

話
と
調
整
を
進
め
、
活
動
の
場

の
確
保
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

整
備
し
競
技
の
推
進
を
図
る
こ

と
は
、
市
民
の
健
康
増
進
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
観
光
戦
略

と
し
て
も
有
効
な
取
組
で
あ
る

と
考
え
、
整
備
の
必
要
性
や
公

益
性
な
ど
も
検
証
す
る
中
で
、

関
連
団
体
の
皆
様
に
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』 

九
項
目

　
公
営
保
育
園
に
お
い
て
、
園

児
の
安
全
確
保
と
保
育
の
質
の

向
上
を
図
り
、
子
育
て
環
境
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
は
、
本
市

の
発
展
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
保

育
士
の
配
置
状
況
及
び
募
集
に

当
た
っ
て
の
課
題
等
を
伺
う
。

市
長

保
育
士
が
保
育
に
専
念
で
き
る

よ
う
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る

　
公
営
保
育
園
四
園
の
保
育
士

の
配
置
状
況
は
、
正
副
園
長
、

ク
ラ
ス
担
任
、
障
害
児
加
配
職

員
、
フ
リ
ー
職
員
及
び
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
と
し
て
令

和
二
年
九
月
一
日
現
在
、
正
規

職
員
六
一
人
、
会
計
年
度
任
用

職
員
二
三
人
を
配
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
補
助
者
と
し
て
五

人
を
採
用
し
、
保
育
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

保
育
の
質
の
向
上
と
と
も
に
、

待
機
児
童
の
解
消
及
び
増
加
傾

向
に
あ
る
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
園
児
に
対
応
す
る
た
め
、

喫
緊
の
課
題
と
し
て
捉
え
て
い

る
が
、
保
育
士
資
格
を
持
つ
会

計
年
度
任
用
職
員
の
応
募
は
な

く
、
今
後
は
採
用
方
法
な
ど
を

見
直
す
中
で
人
材
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
。

『
そ
の
他
の
質
問
』 

四
項
目

　
市
営
天
城
霊
園
に
つ
い
て
、

令
和
二
年
度
は
、
前
年
度
実
施

し
た
市
民
墓
所
需
要
調
査
の
分

析
結
果
を
踏
ま
え
、
第
三
期
計

画
の
基
礎
と
な
る
基
本
設
計
を

作
成
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

内
容
及
び
計
画
策
定
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

合
葬
型
墓
地
の
建
設
等
、
令
和

三
年
度
以
降
の
実
施
設
計
を

予
定
し
て
い
る

　
市
営
天
城
霊
園
第
二
期
計
画

は
、
実
施
設
計
か
ら
二
〇
年
以

上
経
過
し
、
墓
地
や
埋
葬
形
式

に
対
す
る
市
民
意
識
の
多
様
化

に
即
し
て
お
ら
ず
、
当
該
計
画

ど
お
り
に
建
設
す
る
意
義
を

失
っ
て
い
る
と
考
え
、
平
成
三

一
年
三
月
で
終
了
し
た
。

　
第
三
期
計
画
で
は
、
令
和
元

年
度
に
実
施
し
た
墓
所
需
要
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
合
葬
型

墓
地
を
建
設
し
、
併
せ
て
、
園

内
の
道
路
の
改
修
や
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
整
備
等
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
作
成
す
る
基
本
設
計
を
基
に

し
て
、
令
和
三
年
度
以
降
に
実

施
設
計
の
作
成
、
県
の
認
可
を

得
て
、
令
和
五
年
度
の
工
事
着

工
を
目
途
と
し
て
進
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』 

五
項
目

　
市
民
病
院
の
運
営
に
係
る
市

民
の
要
望
や
意
見
を
ど
の
よ
う

に
聴
取
し
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
か
伺
う
。

杉
すぎもとかずひこ
本一彦議員

（自民・伊東新時代。）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
及
び
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
競
技
の
推
進
策
及
び

整
備
に
つ
い
て
伺
う

佐
さとうたつひこ
藤龍彦議員

（日本共産党）

公
営
保
育
園
に
お
け
る
保
育
士

の
配
置
状
況
及
び
募
集
に
係
る

課
題
を
伺
う

鳥
と り い や す こ
居康子議員
（公明党）

市
営
天
城
霊
園
第
三
期
計
画
の

内
容
及
び
今
後
の
計
画
策
定
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う

重
しげおかひでこ
岡秀子議員

（日本共産党）

市
民
病
院
の
運
営
に
係
る
市
民

の
要
望
や
意
見
を
ど
の
よ
う
に

聴
取
し
対
応
し
て
い
る
か
伺
う
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市
長

意
見
箱
へ
の
投
書
な
ど
に
よ
り

聴
取
し
、
対
応
に
つ
い
て
は
継

続
的
に
確
認
を
行
っ
て
い
る

　
市
民
病
院
に
対
す
る
要
望
及

び
意
見
の
聴
取
方
法
と
し
て
は
、

病
院
内
設
置
の
意
見
箱
へ
の
投

書
、
病
院
へ
の
電
話
及
び
メ
ー

ル
の
ほ
か
、
職
員
等
が
直
接
受

け
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
市

役
所
に
お
い
て
受
け
た
意
見
も
、

そ
の
都
度
、
情
報
共
有
し
て
対

応
し
て
い
る
。

　
寄
せ
ら
れ
た
要
望
及
び
意
見

は
、
市
民
病
院
に
お
い
て
毎
日

集
約
し
て
お
り
、
毎
朝
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
情
報
共
有

し
て
い
る
ほ
か
、
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
病
院
管
理
者
ま

で
報
告
し
て
対
応
す
る
と
と
も

に
、
市
の
担
当
者
も
参
加
し
て

い
る
月
一
回
の
拡
大
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
お
い
て
、
全
て
の
事

案
の
分
類
と
検
討
を
行
い
、
そ

の
後
の
対
応
に
つ
い
て
も
継
続

的
に
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
寄
せ
ら
れ
た
要
望

及
び
意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
改
善
に
努
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
一
〇
項
目

　
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ

い
て
、
二
〇
二
二
年
の
ユ
ネ
ス

コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
再
認

定
に
向
け
、
市
民
が
よ
り
ジ
オ

を
身
近
に
感
じ
、
地
域
全
体
で

盛
り
上
が
る
こ
と
が
認
定
に
向

け
た
一
歩
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
本
市
の
観
光

に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果

た
す
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
認

定
に
向
け
た
本
市
の
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長

各
ジ
オ
サ
イ
ト
の
磨
き
上
げ
を

継
続
し
て
い
く

　
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
取
組
と

し
て
は
、
一
碧
湖
観
察
橋
の
改

修
や
遊
歩
道
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ

舗
装
整
備
を
行
っ
た
ほ
か
、
門

脇
駐
車
場
周
辺
の
歩
行
者
用
看

板
を
多
言
語
化
す
る
な
ど
、
各

ジ
オ
サ
イ
ト
の
磨
き
上
げ
と
訪

れ
る
来
誘
客
の
利
便
性
向
上
に

つ
な
が
る
整
備
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
各
ジ
オ

サ
イ
ト
の
磨
き
上
げ
を
継
続
し

て
い
く
と
と
も
に
、
本
市
の
拠

点
施
設
で
あ
る
ジ
オ
テ
ラ
ス
伊

東
の
魅
力
向
上
を
図
る
取
組
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
進
め
て
い

く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』 

五
項
目

　
本
市
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
で
も
あ
る
、
奥
野
ダ
ム
周
辺

の
環
境
整
備
と
し
て
、
飲
用
水

道
の
整
備
や
、
損
傷
し
た
ベ
ン

チ
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
等
施
設
の
改

修
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

市
長

利
用
者
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、

協
議
・
検
討
し
て
い
く

　
奥
野
ダ
ム
周
辺
施
設
の
う
ち
、

ロ
グ
ハ
ウ
ス
や
エ
コ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
の
周
辺
で
は
、
市
の
水
道
を

整
備
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る
。
以

前
は
、
奥
野
ダ
ム
を
管
理
す
る

熱
海
土
木
事
務
所
が
飲
用
で
き

る
よ
う
管
理
し
て
い
た
経
過
も

あ
っ
た
が
、
現
在
は
飲
用
水
と

し
て
利
用
で
き
な
い
た
め
、
蛇

口
付
近
に
飲
用
不
可
で
あ
る
旨

を
表
示
し
、
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
周
知
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
飲
用
水
と
し

て
利
用
す
る
た
め
の
対
応
に
つ

い
て
、
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。

　
周
辺
施
設
の
維
持
管
理
は
委

託
し
て
お
り
、
軽
微
な
修
繕
は

そ
の
中
で
順
次
実
施
し
て
い
る

が
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
腐
食
の
修

繕
は
規
模
が
大
き
い
た
め
、
未

実
施
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

年
一
回
実
施
さ
れ
て
い
る
安
全

点
検
の
結
果
も
踏
ま
え
、
優
先

順
位
を
つ
け
た
中
で
計
画
的
な

修
繕
を
実
施
し
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』 

三
項
目

市
議
会
内
の
会
派
構
成

（
令
和
二
年
一
〇
月
一
日
現
在
）

■
正
風
ク
ラ
ブ

　
　
佐
山　
　
正　
議
員

　
　
佐
藤　
　
周　
議
員

　
◎
宮
﨑　
雅
薫　
議
員

　
　
青
木　
敬
博　
議
員

■
公
明
党

　
　
鳥
居　
康
子　
議
員

　
　
篠
原　
峰
子　
議
員

　
◎
長
沢　
　
正　
議
員

■
清
和
会

　
　
四
宮　
和
彦　
議
員

　
　
杉
本　
憲
也　
議
員

　
◎
井
戸　
清
司　
議
員

■
自
民
・
伊
東
新
時
代
。

　
　
大
川　
勝
弘　
議
員

　
　
中
島　
弘
道　
議
員

　
◎
杉
本　
一
彦　
議
員

■
日
本
共
産
党

　
　
佐
藤　
龍
彦　
議
員

　
◎
重
岡　
秀
子　
議
員

■
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

　
　
田
久
保
眞
紀　
議
員

　
　
仲
田　
佳
正　
議
員

　
　
鈴
木　
絢
子　
議
員

　
　
浅
田　
良
弘　
議
員

　
　
石
島　
茂
雄　
議
員

（
◎
＝
会
派
代
表
者
、

　
会
派
構
成
議
員
は
議
席
順
）

鈴
す ず き あ や こ
木絢子議員

（会派に所属していない）

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い

て
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定

に
向
け
た
取
組
を
伺
う

仲
なかだよしまさ
田佳正議員

（会派に所属していない）

奥
野
ダ
ム
周
辺
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
伺
う

9



市 議 会 だ よ り
　
本
市
の
都
市
計
画
税
の
活
用

状
況
を
伺
う
。
ま
た
本
税
は
市

内
全
域
が
課
税
対
象
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
活
用
状
況
に

つ
い
て
市
民
へ
の
周
知
が
必
要

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

市
長

法
に
基
づ
く
事
業
に
充
当
し
て

お
り
、
今
後
、
分
か
り
や
す
い

資
料
の
公
表
に
努
め
て
い
く

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計

画
法
に
基
づ
く
都
市
計
画
事

業
、
土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ

く
土
地
区
画
整
理
事
業
、
そ
の

た
め
に
借
り
入
れ
た
市
債
の
償

還
に
充
当
で
き
る
目
的
税
で
あ

り
、
本
市
で
対
象
と
な
る
施
設

等
は
、
都
市
計
画
街
路
、
都
市

公
園
、
下
水
道
、
都
市
下
水
路
、

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
、
斎
場
、

霊
園
で
あ
る
。
令
和
元
年
度
は
、

当
該
施
設
の
事
業
費
と
し
て
衛

生
費
、
土
木
費
、
公
債
費
へ
充

当
し
た
。
入
湯
税
や
都
市
計
画

税
な
ど
目
的
税
の
使
途
は
、
予

算
編
成
時
に
は
予
算
案
参
考
書
、

決
算
時
に
は
市
政
報
告
書
に
お

い
て
財
源
充
当
に
関
す
る
資
料

を
作
成
し
て
い
る
が
、
市
民
の

皆
様
へ
の
周
知
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

分
か
り
や
す
い
資
料
の
作
成
及

び
公
表
に
努
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』 

六
項
目

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
労

働
現
場
の
変
化
に
よ
り
、
厳
し

い
雇
用
情
勢
が
続
い
て
い
る
が
、

本
市
が
所
管
す
る
教
育
関
係
や

競
輪
従
事
者
等
の
会
計
年
度
任

用
職
員
等
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
就
労
状
況
を
伺
う
。

市
長

業
務
内
容
の
変
更
等
を
行
い
、

継
続
的
な
働
く
場
の
確
保
を

図
っ
て
き
た

　
各
種
事
業
の
自
粛
や
学
校
の

臨
時
休
業
な
ど
の
措
置
に
伴
い
、

本
来
の
業
務
へ
従
事
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
会
計
年
度

任
用
職
員
や
競
輪
事
業
臨
時
従

事
員
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
生

じ
た
特
別
定
額
給
付
金
事
務
へ

の
支
援
の
ほ
か
、
各
施
設
に
お

け
る
大
規
模
清
掃
や
衛
生
管
理

の
充
実
な
ど
、
業
務
内
容
の
変

更
等
に
よ
る
柔
軟
な
対
応
に
よ

り
、
継
続
的
に
必
要
な
業
務
に

従
事
さ
せ
る
こ
と
で
働
く
場
の

確
保
を
図
っ
て
き
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
、
職
員
の
柔
軟
な
勤
務
体
制

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
踏
ま
え
た
組
織
全
体
と
し
て

の
業
務
体
制
の
確
保
に
努
め
て

い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』 

七
項
目

　
昨
年
の
一
二
月
定
例
会
に
お

い
て
も
取
り
上
げ
た
が
、
本
市

に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
に
関

す
る
観
光
文
化
施
設
に
つ
い
て
、

阿
久
悠
氏
の
功
績
を
称
え
る
と

と
も
に
、
観
光
資
源
に
も
な
り

得
る
「
阿
久
悠
ロ
ー
ド
」
及
び

八
代
亜
紀
氏
が
歌
っ
た
舟
唄
の

記
念
碑
等
の
建
立
に
関
し
て
見

解
を
伺
う
。

市
長

地
元
住
民
や
関
係
者
と
協
議
す

る
中
で
慎
重
に
検
討
し
て
い
く

　
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
阿
久

悠
氏
の
功
績
を
顕
彰
し
、
ゆ
か

り
の
あ
る
場
所
を
つ
な
い
だ
道

を
「
阿
久
悠
ロ
ー
ド
」
と
位
置

づ
け
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
て
い
く
な
ど
の
取
組
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
本
市

の
観
光
や
文
化
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
地
元

住
民
や
関
係
者
と
十
分
協
議
す

る
中
で
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
舟
歌
の
記
念
碑
建
立

に
つ
い
て
も
、
そ
の
由
来
な
ど

を
十
分
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
、

著
作
権
な
ど
の
課
題
等
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』 

二
項
目

　
伊
東
市
議
会
で
は
、
本
会
議

の
録
画
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
紙
面
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
、
九
月
定
例
会
に
お
け
る
大

綱
質
疑
、
一
般
質
問
の
様
子
も

ご
視
聴
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

浅
あさだよしひろ
田良弘議員

（会派に所属していない）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
会
計
年
度

任
用
職
員
等
の
就
労
状
況
に

つ
い
て
伺
う

石
いしじましげお
島茂雄議員

（会派に所属していない）

阿
久
悠
ロ
ー
ド
及
び
八
代
亜
紀

氏
が
歌
っ
た
舟
唄
の
記
念
碑
等

の
建
立
に
関
し
見
解
を
伺
う

田
た く ぼ ま き
久保眞紀議員

（会派に所属していない）

都
市
計
画
税
の
活
用
に
関
し
、

そ
の
状
況
及
び
市
民
へ
の
周
知

に
つ
い
て
伺
う

※
こ
の
録
画
映
像
は
、
伊
東
市
議
会
の

公
式
記
録
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
会

議
の
公
式
な
記
録
は
、
後
日
調
製
さ

れ
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
の
ご
案
内
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市 議 会 だ よ り

常任委 員会だより常任委員会だより
～常任委員会審査の中から～

ホームページにおいて、各委員会要点記録を公開しております。
伊東市ホームページ→伊東市議会→市議会会議録→委員会要点記録をご覧ください。　　　　

消費生活センターを設置する
ことのメリットを伺う。

センターの標榜により信頼性
の向上が見込めるほか、設置に
係る広報活動等が相談件数の増
加に結びつくことが期待できる。
　また、国民生活センターが主
催する、センター設置自治体を
対象とした研修等が受講可能と
なり、相談員のスキル向上を図
ることができるようになる。

伊東市移住定住促進プランを
ホームページに掲載した意図を
伺う。

移住定住は、仕事、住居、子
育て、教育、医療福祉など、複
合的な要因が判断基準となって
いるため、幅広い分野で魅力の
底上げをする施策が必要である
と考えている。
　ホームページの充実や、現地
ナビゲート事業における支援策
の紹介など、伊東市が「住みや
すいまち」であることを発信し、
移住定住につなげていく。

令和元年度競輪事業特別会計
歳入歳出決算において、新型コ
ロナウイルス感染症拡大により
受けた影響を伺う。

記念競輪及び国際自転車ト
ラック競技支援競輪の２開催を
既に終えていたため、決算への
大きな影響はなく、一般会計へ
の繰り出しも１億円を達成する
ことができた。制限の多い状況
は継続しているが、インター
ネット投票等のツールを最大限
に生かしてさらなる経営健全化
に取り組み、一般会計への繰り
出しを継続できるよう努めてい
く。

一般会計歳入歳出決算におけ
る、花でおもてなし事業の現状
を伺うとともに、今後の事業展
開に係る見解を問う。

現に植栽されているブーゲン
ビリアの管理を継続しながら、
年数がたったオレンジビーチ沿
いの花壇の管理なども併せて、
花咲く伊東整備事業を総合的に
見直していきたい。

池小学区に令和３年４月から
新設される放課後児童クラブの
開設経緯を伺う。

これまでも、夏休みなど小学
校の長期休暇期間中には、放課
後こども教室事業を活用して対
応してきたが、近年、放課後の
保育ニーズが高まる中で、放課
後児童クラブとして民家を提供
していただけるなど、地域の
方々の協力が得られたことから、
開設に向けた準備等が整うこと
となった。 

小学生ふるさと教室及び夢
チャレンジくらぶの運営課題に
ついて伺う。

本市の文化や恵まれた自然の
中で様々な体験をすることを目
的とした事業であり、安全面へ
の配慮が必要となることから、
人件費がかさんでしまうなどの
課題があるが、今後は、より効
果的な事業が展開できるよう、
部分委託することも含め、様々
な検討を行っていきたい。

総務委員会 観光建設委員会 福祉文教委員会

問 問 問

問

問

問

答

答
答

答

答

答

消費生活センターは、消費生活センターは、
月〜金、９時〜１６時開所（休日を除く）月〜金、９時〜１６時開所（休日を除く）

開設69周年記念開設69周年記念
椿賞争奪戦決勝ゴールの様子椿賞争奪戦決勝ゴールの様子

様々な体験ができる様々な体験ができる
小学生ふるさと教室小学生ふるさと教室
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令
和
二
年
七
月
一
五
日

～
委
員
会
開
催
～

　
ま
ず
、
議
会
か
ら
当
局
に
対

し
て
提
出
し
た
、
感
染
症
対
策

等
に
係
る
政
策
提
言
に
関
し
、

そ
の
後
の
当
局
の
対
応
状
況
等

に
つ
い
て
、
報
告
を
求
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
報
告
は
二
日

間
に
分
け
て
行
う
こ
と
と
し
、

こ
の
日
は
企
画
部
、
危
機
管
理

部
及
び
健
康
福
祉
部
の
所
管
事

項
に
つ
い
て
、
説
明
員
の
出
席

を
要
請
し
、
部
ご
と
に
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
感
染
症
に
対
す
る

議
会
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。
本
議
題
は
、
議
長
か

ら
の
諮
問
を
受
け
、
本
委
員
会

の
今
後
の
議
題
と
し
て
取
り
扱

う
べ
く
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で

し
た
が
、
異
議
な
く
了
承
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
次
回
以
降
の
本

委
員
会
に
お
い
て
、
議
会
の
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

令
和
二
年
七
月
二
九
日

～
委
員
会
開
催
～

　
前
回
に
引
き
続
き
、
提
言
書

に
対
す
る
当
局
か
ら
の
報
告
を

受
け
る
こ
と
と
し
、
総
務
部
、

観
光
経
済
部
及
び
教
育
部
の
所

管
事
項
に
つ
い
て
、
部
ご
と
に

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
感
染
症
に
対
す
る
議

会
の
対
応
に
つ
い
て
、
合
議
機

関
と
し
て
の
議
会
機
能
の
保
全

を
図
る
た
め
、
感
染
防
止
策
を

は
じ
め
と
し
た
議
会
対
応
に
つ

い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
協
議
を
進

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
委
員
会
に
先
立
っ
て
配

布
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
た
た
き

台
を
基
に
全
般
的
な
意
見
を
募

り
、
次
回
の
委
員
会
に
お
い
て
、

詳
細
に
協
議
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
八
月
五
日

～
委
員
会
開
催
～

　
感
染
症
に
対
す
る
議
会
の
対

応
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
質
疑
、
意
見
調
整
を
経
て
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
全
て
の
項
目
に

つ
い
て
全
委
員
か
ら
了
承
が
得

ら
れ
、
本
委
員
会
と
し
て
「
伊

東
市
議
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
等
感
染
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
案
文
の
内
容
を
決
定
し

ま
し
た
。
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
案

文
を
も
っ
て
議
長
へ
の
答
申
と

し
、
議
会
運
営
委
員
会
で
の
確

認
を
経
て
、
運
用
を
開
始
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
（
※
１
）

　
次
回
の
本
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
九
月
定
例
会
終
了

後
に
改
め
て
日
程
調
整
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
終
了
後
、

ウ
ェ
ブ
会
議
を
試
行
実
施
し
ま

し
た
。

令
和
二
年
八
月
三
一
日

～
中
間
報
告
～

　
令
和
二
年
九
月
定
例
会
初
日

に
お
い
て
、
本
特
別
委
員
会
の

中
間
報
告
を
行
い
、
異
議
な
く

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
中間報告

　
汐
吹
公
園
駐
車
場
に
車
を
止

め
る
と
大
き
な
看
板
が
。
伊
豆

半
島
は
「
南
か
ら
来
た
火
山
の

贈
り
も
の
」
の
フ
レ
ー
ズ
と
、

火
山
活
動
の
歴
史
解
説
、
伊
東

八
景
の
写
真
が
あ
り
、
地
殻
変

動
が
生
ん
だ
自
然
美
を
「
こ
の

目
で
見
た
い
」
と
八
景
を
巡
る

楽
し
み
を
誘
発
し
ま
す
。

　
令
和
三
年
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定
に
向

け
審
査
が
始
ま
り
ま
す
。
伊
豆

半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

の
方
に
、
そ
の
意
義
を
伺
い
ま

し
た
。
住
民
に
は
当
た
り
前
の

風
景
の
歴
史
的
価
値
を
知
り
、

地
域
を
改
め
て
知
る
機
会
と
な

る
。
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
私

た
ち
の
将
来
が
見
え
て
く
る
、

と
。　
　
　
　
　 

　
　（
篠
原
）

議
会
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
　
佐
藤
　
龍
彦

　
副
委
員
長
　
　
杉
本
　
憲
也

　
委
　
　
員
　
　
佐
藤
　
　
周

　
　 

〃
　
　
　  

篠
原
　
峰
子

　
　 

〃
　
　
　  

大
川
　
勝
弘

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

１

2

34
※
１　
八
月
二
五
日
の
議
会
運
営
委
員

会
を
経
て
、運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

12月定例会の予定

11月30日（月）
開会

※日程等は、11月下旬の議会運営委員会において
正式に決定します。

　詳細は市議会ホームページにてご確認ください。

	7月15日（水）	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
	7月27日（月）	 議会報編集委員会
	7月29日（水）	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
	7月30日（木）	 常任観光建設委員会協議会
	8月　5日（水）	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
	8月20日（木）	 常任福祉文教委員会協議会
8月25日（火）	 議会運営委員会

令和２年６月定例会閉会から
令和２年９月定例会開会まで閉会中の議会活動

※
提
言
書
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
中
間

　

報
告
に
つ
き
ま
し

　
て
は
、市
議
会
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。
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は
再
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を
使
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す
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